








研究の目的 

昭和 30 年代,40 年代とほぼ横ばいを続けてきた,わが国の出生率が急激に低下しはじめた

のは昭和 49年以降のことである。石油ショックなどの経済的な一時的な影響かと考えられ

ていたが,その後この傾向はいっこうに回復しないばかりか,ますます出生率の低下は顕著

になりつつある。 

この現象は,実際に第一線で母子保健を担当実施しているものにとっては,予想されなかっ

た重大な出来事であり無視しえぬものである。 

そこで私たちは,従来の健診・相談などと異なる新らしい積極的な乳幼児健康づくりを目指

し,幼児学級,虫歯予防学級などを実施してきたので概要を報告したい。 


